
 

発言順位４   新磐田 ９番 加 藤 文 重 議員 

 １ まちづくり、ひとづくり 

 ⑴ 市民意識向上のための市情報の積極的開示と情報セキュリティ対策推

進  

① 市が所有している公表してもよい情報を積極的に開示する考えは。  

 （意識啓発につながるもの、防犯、防災等）  

⑵ 乳幼児健診の更なる充実と障がい者の生活自立対策の充実に向けて  

① 健診毎の診断に対してのケア対応の状況と今後は。  

② 障害者の自立に向けた対応と今後の課題は。  

⑶ 将来負担を明確にするために、総合管理計画による公共施設の見直し  

① 総合管理計画の策定の考えは。  

⑷ 障がい者自立に向けた対策チームの立ち上げ  

① 就労相談、就労支援、医療型支援センターの検討は。  

⑸ ＪＲ新駅を含めた駅周辺の安心対策、３駅の南北どちらかにポリスボ

ックスを設置検討の考えは。  

⑹ 新駅周辺道路整備と３駅接続道路の整備の状況と進捗は。  

⑺ 屋外子育て支援センター設置に向けた今後について考えは。  

① 子育て支援センターの一部を、自然と親しむ野外活動センター化し

たくましいこどもを育てるための拠点とする考えは。  

⑻ 特別支援学級編制基準引き下げについての現状は。  

⑼ 市内中学校への栄養教諭の配置への働きかけの進捗と今後について考

えは。  



 

２ プロジェクトによる提言 

⑴ 環境意識（地球温暖化対策）啓発事業  

① 緑のカーテンコンテスト事業の実施の考えは。  

  ② エコチャレンジファミリー事業（アースキッズ事業の中でも可）の

拡大充実の考えは。省エネナビ・ワットチェッカー（個別電力測定機）

等の貸し出しについて。  

⑵ 子育て支援  

① 地域型（仮）保育ケアマネージャーの必要性を感じますが、設置検

討の考えは。  

② 市内保育資源の見える化（冊子、ホームページの充実）の考えは。  

⑶ 文化・スポーツ・観光  

① 「文化＋スポーツ＋観光」を活かした新産業化に向けた対策チーム

の立ち上げの考えは。  

  ② 総合型スポーツクラブの設置に向けた施策の進捗は。  

③ 市民１スポーツや三世代スポーツの取り組みについての考えは。  

⑷ 交流センターを「地域自治・福祉の地域拠点・住民の身近な相談窓口」

「地域意見・要望の吸い上げ・行政情報発信の拠点」とする考えは。  

⑸ 更に、将来の市民参加の方向を示すための自治基本条例の検討の考え

は。  

 

 

 

３ 行政全般 

⑴ 防災対策と地域連携  

① 防災対策：土砂、崖崩れ、大雨低地等の災害頻度見直しと計画策定

の考えは。  

② 雨水浸水（ゲリラ豪雨）対策における、現状の能力調査、ルール確

認及び補強の考えは。  

③ ハザードマップ策定と周知の状況は。  

④ 避難指示（命令）情報の判断基準と市民への周知徹底の考えは。  



 

⑵ 安心、安全  

① 交通安全対策  

ア 歩道の整備と狭隘道路の通学路優先に歩道のカラー化実施の考え

は。  

② 空き家等の対策  

ア 各地域に空き家となっている件数・場所をまず実態把握する考え

は。  

イ 国の動向及び近隣市町と連携した条例制定の検討の考えは。  

③ 市民主体の次期総合計画の立案  

ア 平成２７年度に市民による総合計画の立案を行い、平成２８年度

に行政による手直し完成というプロセスで総合計画を策定する考え

は。  

  


